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「放射能雨の疑い」としプこ二つのケース

金沢大学医学部放射線医学教室（主任　平松教授）
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（本論交要旨は日本医学放射線学会第9回北陸部会において発表した）
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〔1〕緒

　久保山さんの死は本当に悲しい．恐ろしいも

のの，まヒと恐ろしいあかしをまざまざとみな

ければならないわれわれの心もまた暗い．悪い

知らせが齎らされたとき，われわれはわれわれ

のすぐ後にも不吉な死がしのびより，例外なく

陸続と行列する予感に戦いた．

　～二うした折，わたくしはたまたま診療の機会

言

を得た，一つは汚染海域の航行，一・つは汚染天

水の飲用がその原因と疑われる白血球増多，リ

ンパ球縄対的，相対的増多を呈する二つのケー

スについて些か討論し，多種：多様の症候を以て

発現する放射能症の一りの型としてここに報

告，諸家の御批判を仰ぎたいと思う．

〔II〕症

　A．汚染海域Pの航行　3月21日岡山県玉野を出発

タヒチ島に近い仏領マカテアに燐鉱石を積みに行き5

月22日釜石に帰港した示中通川丸の船員4名．

　本般は往路において3月26日（水爆実験日）東経152

度30分，北緯28度21分及び4，月6日（水爆実験日）西

経173度22分，北緯6度27分の位置において水爆実験

に遭遇しているが閃光，爆昔，爆煙を認めていない．

航路，日時，風向，風力は別図の通りである．なお岩

手医大放射線科の5月22，23両日の調査によれば，般

体は長期に亘る航海申波雨に曝されているためマスト

或いは油と埃の附着しているような箇所に80～150カ

例

ウソト検：知されるのみであるが，当時軽度の放射能被

害を受けたものと推断された．

　3月28日この4名は食慾不振，全身倦怠，頭痛を訴

えており，帰国後検査の結果，般保大阪病院に入院加

療を受け退院後7月26日当科を訪れた．なお患者中，

村○は下痢症朕を訴えるので8月24日より入院加療し

た．（岩大では乗組員49名申何らかの訴えのある25名

に対し赤血球，白血球，血色索，血管抵抗試験，出血

時間，赤沈，血圧，尿蛋白，グメリソ反応，ウロビリ

ン反応，外表からのG・M・Test臨床症状などにつ

き検：査を行い，18名を要吟味者一放射能症状を疑わ
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せるもの8名（白血球4，000代），放射能症欣を疑わ　　一とし経過観察の要ありとしている）

せるが他の疾患もあるもの2名，念のための精検8名

　　　　　　　　　　　　　　　　神通川丸の航路，風向，風力
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肝機能検：査正常，G・M・Test（一）尿，便異常なし（入院当初泥朕便だつたが1荻復す），　W氏

反応（一）胸部X線撮影著変なし，E・K・G・右型，
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Test（一），尿，便異常なし，胸部X線撮影：E．　K．　G．異常なし．
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出血時間1・5分，好申遊走速度49！z，ルンペノLレーデTest（一），肝機能検査正，　G．　M・

Test（一），尿，便異常なし，胸部X線撮影異常なし，　E・K・G・十型．
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出血時間3．5分，好申球遊走速度42　，ルンペルレーデTest（一），肝機能検査正，　G・M・

Test（一），尿，便異常なし，胸部X線撮影E・K・G・異常なし．
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　B．汚染天水の持続飲用

　この一家は7月31日初診，三重県在の灯台守で約1

年前より天水を飲料に供していた．放射能症を恐れて

来科したものだが夫婦は最近全身倦怠を認め，子供に

全身に斑点朕湿疹のでたことを直接の動機としてい

る．血液所見は下のごとくである，
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〔III〕討

　以上ここに報告した8症例は外見亡いすれも

一般人とかわらぬ健康を持っている．にも拘わ

らす，諸検査すなわち血色素量，赤血球数，白

血球数，白血球百分比，網赤血球数，栓引数，

骨髄内有核細胞数，骨髄像，好中球遊走速度，

出血時間，凝固時闇，血管抵抗，血沈，血圧，

肝機能検査，放射能検査，尿尿検査，理学的検

査などを通覧するとき，例外もあるが一応一蓮

的にみられる現象として白血球増急　リンパ球

縄対的，相対的増多は注目されてよかろう．従

論

ってこの現象だけに焦点を絞り考察を加えた
v・．

　先ず正常範囲，白血球数につV・てはSchilling

2）は5，000～8，000北島3）は：6，000～8，000イ左

藤4）5）はノJ、見満1歳は⊇　10，000～1，2000　満3歳

9，000といV・，リンパ球：百分比はSchi11ingは

21～35％李均23％北島は30～45％zF均38％，小

見では佐藤は満1歳55％満3歳45％といってい
る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　本例をみると血像は上限以上乃至上限の場合
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が甚だ多い．従ってとれは何かのStressによ

り病的な1伏態に置かれていることは明らかであ

る．Stressは何か．ヒうなると他の検査に異常

はないのだから勢い既往歴が問題にならざるを

得ない．既往歴は何か．ヒの問題は暫く措くと

して臨床的に叙上の血像を呈する場合を求めて

v・とう．

　典型的な白血球増多，リンパ球増多を呈する

のは百日咳である5）．本症のStressは百日咳桿

菌である．しかし本例に関する限りStressは放

射線と考えなければならない以上，いかなる

量，：質のV・かなるナ伏態にある放射線がとうし：た

血像を惹起せしめるかに重大な関心があり患者

の予後をトするに当っても，また大切なヒとと

思う．

　九大理学部篠原敏授，医二学部石川助教授6）は

いち早く長崎の原爆調査に赴き，次の如き興味

ある成績を発表，学会の注目を浴びた．すなわ

ち，長崎西山地区四丁目の住民35戸200尊名の

血像をみるに8月9日原爆爆発日より50日を経

た10月1日より28日に至る3回の検査で，その

80～90％が白血球i数10，000以上を有し若年者

ほど早期且つ高度にとの現象を発現しているヒ

とを報じた．京大菊池教授7）はこの調査を引継

ぎ1力年牛までその推移を追っているが，同地

区はなおその牟数に白血球増多を認め，且つ核

の左方移動，血色素係数の軽度上昇，好酸球増

多の所見を得ている．

　リンパ球に関しては菊池i教授は大多数は25～

50％で相対的減少を示すもの36％増多を示すも

の7％といい白血球i数とりンパ球百分比との間

の関係につV・てはリンパ球相対的減少例におや・

ては白血球増多例が多く62％，リンパ球の相対

的増多例においては白血球増多例は24％にすぎ

ないといい，残りの76％は正常範囲内にあった

と報じている．

　なお長崎西山地区ではないが，7年後の広島

市民の血液像について広島大山田氏8）らの報告

があるから附記する．山田氏らは原爆被爆によ

る火傷性疲痕を主訴とする患者75名の7年後の

血液：像をみているが，白血球数の最高は20，400

最低は3，400で，その71％は6，000～10，000の

闇にあり13％は10，000以上であったとし全体

として軽度の白血球増多を示し時に好中球数の

減少，リンパ球i数の相対的増多がみられたと報

じ，また大竹町住民殊に集団的に被爆し死を冤

れた日野野饗では中等度の白血球減少と相対的

リンパ球増多をみ〕たと報じている．

　ととろでこのような異常血液像を集団的に認

めた西山地区とは，原爆爆発といかなる関係1伏

態にあったかということである．西山地区は爆

心地の東方3kmの金比羅山の山蔭にあって第

一次の直射威力の影響は受けていない．しかし

爆発直後長崎東方地区すなわち西山地区に降雨

があり，且つ西風が吹いていたという．すなわ

ちいわゆる放射能雨を蒙ったのである．10月1

日篠原i教授6）の調査では土壌中より自然放射能

の200倍のものが検出され，勢家雨樋下の土壌

からは2，000倍の放射能が見出されSr，　Ba，

Ce，Zr，Prなどの核分裂物質が証明されている．

　且つその牟減期は樋の土75日，土壌44日，γ

線のエネルギーは0．29，0．55，0．74Mevと推

定された．従って叙上の白血球増多は～二の地区

の放射能異変に関係があるだろうととは当然予

想せられたが，このように一次的に持続的な白

血球増多が認められるヒとは京大脇坂氏9）のい

うごとく放射線生物学上初めての経験であっ

た．

　ところでヒの原因が微量放射線の持続照射に

よるとすれば，実験的に命題の現象を起し得な

いかということだ．

　慈大，中原10）氏は反覆極微量散乱X線浴（12

mr～900mr！week）の下にある敏室職員の3力

年に亘る血液像並びにそこで10ヵ月飼育した家

兎の血液像を観察しているが，顕著な変化をみ

す，ただ貧喰能の低下が認められたことを報じ

てV・る．

　京都府大後藤i教授11）は263名の放射線科職員

の血液所見を集め，白血球：数は5，000以下が

60％，正常値のもの38％で取扱い年数と白血球

【　7　】
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減少との問には一定の関係なく且つ比較的リン

パ球増多の傾向があると述べ白血球増多につV・

ては記載されていない．東大：箆12）講師はR．1

研究従事解放射線科職員510名のうち14％に

9，000以上の白血球増多を報告し4，000以下の

白血球減少の：場合に比較的リンパ球増多と左方

移動の認められるヒとがあると報じている．

　以上のごとくこれらはいすれも命題に満足な

結果とはV・えなV・．

　わたくし13）は嘗て教室の協同研究者らと共に

P32の家兎末梢血液細胞に及ぼす影響を検した

ととがあるが，体重gr当り1μc，0・5μc，0・3

μc・0・1μcのP32を注射した際0・3μcまでは

白血球数，リンパ球数の減少を認めたが，0．1

μcのときは3ヵ月聞の観察中りンパ球i数の増

多を件つた白血球増多の所見を呈するヒとを発

見した，ヒれは一応注目すべ：き成績と思う．

　さて本症例のStressは何かという問題にか

えろう．

　A，汚染海域航行の場合．本船は3月26日ビ

キニ水爆実験当日前記の位置にあり28日発症を

みている．当日は危瞼区域に近く南東の風が

12m前後で吹いてV・る．従って汚染大気が本般

の周辺に充満していたと考えてよかろう．更に

帰港時本船は150カウントの放射能が認められ

たのだから科研山崎博士4）のいうように減衰曲

線をt－L2－1●6にとるとすれば凡そ彪大な放射能

が，ある時期の本船を掩っていたと想像してよ

v、．

　4名の言を信用すれば彼らは直接第五幅竜丸

のごとく友をかぶってはいないのだから当然そ

の汚染大気の吸入が主因とみられる．すなわち

室気中には放射能をおびた塵が大量に含まれて

いると想定しなければならな叉へ100μ以上の

塵には核分裂生成物などの放射能が附着する

が，1～10μのものには核分裂生成物のみから

なるものが多いという．1～10μの塵は肺に吸

引されると長く留るので，長期に亘って体内に

放射能の源が滞在するヒとになり標準局案より

みてもその許容量は飲料水に比べ100倍も嚴重

である～二とからも恐ろしV・とV・わざるを得：な

い15）．更に》・えば人間が1分闇平均18～20回

呼吸し，1回500～1，000ccの室気を吸い込む

とすれば一昼夜：に実に20，000♂16）の室気を吸い

込むととになる．だからたとえ室気中の濃度が

低くても相当量の放射性物質が肺に蓄積するこ

とになる．船内には各所に通風筒が入っている

が，機関部は冷却と換気を兼ねてフアンモータ

ーにより特に張力に通風が行われるとのヒとだ

が，同部にいた船員は食思不振，倦怠，頭痛の

訴えが他よりもひどかったということは今の想

像を裏付けるようである．従ってわたくしはと

のケースのStressを汚染軍気に求めたい．

　：B．汚染天水持続飲用の場合．との一家は約

1年前より三重県榊島灯台守として天水を飲用

している．当地の天水についてデーターは分っ

ていな＼へしかし3月以降の日本各地の放射能

雨測定の成績から紳島も例外であろう筈がな

い．その雨を持続飲用して：いる場合，人体内へ

の蓄積する総量を考えるならば，それが人体に

全く無反応であったとは言い切れまい．わたく

しは～二のケースのStressを汚染天水の持続飲

用に求めたい．

　しかしわたくしがそれでもこの二つのケース

を「第二次放射能症の疑い」として「放射能症」

と断定しないのはヒれら患者から放射性物質を

検出しないからである．第五幅竜丸患者は頸部

より甲1伏腺に集った核分裂分質の1131のγ線

を証明し，またE．D．T．　A．などを使い蓄積

しているSr　89，　goなどを誘い出し，排泄物より

検出している．それもある時期以後はもはや検

出できなくなったと聞く．

　本症例は3月26日水爆爆発日より通算し当科

初診は4ヵ月を経た7月26日である．従ってわ

れわれの前には前述の臨床所見，すなわち時間

的因子をかけた血液像が，すなわち現象のみが

唯一の証拠物として解題を求めている～二とにな

るわけだ．

　白血球増多はいかなるとき起るか．われわれ

は既に過去の多くの実験より家兎においては少

【　8　コ
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なくとも50r以下のX線照射17）．β線源では：例

えばP32では0・1μc／gr以下の場合に起し得る

ととを知っている．とれよりすれば前記の量は

微量乃至少量の刺戟線量程度であることは諸報

告のいうごとく明らかといえよう．問題は何故

ヒの現象が一次的に長期にリンパ画論多を俘っ

てみられるかとV・う～二とである．

　生体の反応が内的外的両因子，すなわち種属

差，年齢差，個人差，1状態差，放射線質，量，

時間などのまととに複雑な組合せであることは

放射線生物学のよくわれわれに教えるとヒろで

ある．今かりにWetterer　i8）らの生体臓器放射

線感受性度を念頭におき，核分裂生成物の時間

的生滅分布，エネルギー，生物学牽牛減期など

を考慮しつつ，一次的長期持続白血球増多リン

パ球増多を惹き起すべき増当なStressにつ》・

て想像してみよう．

　1．長期間に亘り持続的な放射源が存在する

ヒと．

　2．人体への放射量は極く微：量であるべきと

と．

　3．γ線源ならば休外から極く少量，体内に

あってはならぬヒと（しかしあまり適当でな
N（）．

　4．β群薄ならば長く体内に止まるヒと．

　5．そのエネルギーは低いものであること．

　6．その沈着箇所は大部分骨に且つリンパ腺

へは極く微量の刺戟量程度のものが常に作用す

ること．

　以上のごときヒとがV・えなV・だろうか．例え

ば現在核分裂物質の中で人体へ危害を与えるも

のとして重覗されているSr　goはHollaDder　19）

によれば牛減期19．9年βエネルギー0・54Mev

で，東二倉光氏20）の生体内分布の成績からすれ

ば骨以外の主な臓器からは細螺的に急速に排泄

され24時問以後はリンパ腺からはもはや証明さ

れないという．しかし蓄積したSr　goが少しつ

つ血中に移行しとれがリンパ腺を刺戟するとい

うようなことは考えられるから，少なくとも，

われわれの行ったP32～これは牛減期14．3年

1．69Mevβであるから期間も短かくエネルギ

ーも張く，また生体内分布もSrに較べ一様す

ぎるので，～これよりは遙：かに適当なStressと

なるように思われる．

　以上縷々述べてきたが菊池教授のいうごとく

月例の現象はいわゆるStress後の後伝染性リ

ンパ球反応期に該当する決して悪性のものでは

なV・ようである．その証拠に遠隔成績が物語る

ごとく船員の3人はすでに鷲に乗込み元気で働

いているし，灯台守も健在とのことである．と

もかくStressとして放射性毒が関与した症例

と思われるので放射能症の一つの型として考按

し報告を行った次第である．

〔IV〕結

　ビキニ水爆汚染海域を航行した祠i通川丸乗組

員4名，並びに天水持続飲用三重県巌頭灯台守

一家4名を診療し白血球増多，白血球減少，リ

ンパ朝酒多などを認めたのでこれを報告し，こ

の原因が珍く微量放射線によって発現した放射

語

血症の一型であろうとするために討論を加え
た．

　（稿を終るに臨み御懇意なる御指導御校閲を賜った

恩師zド松敢授に深謝し当科初診以前のデーターを戴い

た般保大阪病院内科岡崎元彦氏に感謝いたします）
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